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〈教育シリーズ〉

皮膚をみる人たちのための化粧品知識

カバー化粧品の種類と使い方
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Abstract
Methods for treating bruises, vitiligo, and scars are improving year by year, but they often take a long time to work and 

are not always effective. In those cases, the use of cover makeup can improve the patient’s QOL (quality of life). While cover 
makeup cannot treat the issue itself, it causes no discomfort and can boost users’ confidence with its high coverage. It can 
also be used whenever and wherever. Early versions of cover makeup had a thick, powdery finish, but advances in powder 
and emulsification technology have led to the development of foundations that can sustain a natural finish over a long time. 
Patients can easily apply cover makeup at home if they learn techniques from a professional beauty consultant. This paper 
briefly covers the history of cover makeup in Japan, the latest types and features of foundation, and techniques for different 
kinds of cases.
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1. は じ め に

あざや白斑などの皮膚疾患による色素異常，外傷や熱
傷などによる瘢痕などの外見の変化は，患者に精神的苦
痛をもたらし社会参画を妨げる要因となる。これらの症
状は治癒するまでにある程度の期間がかかり，完治が難
しい例も多い。患者がその容貌から学校生活や就労など
社会生活の中でいじめや差別，偏見の対象とされる事例
は後を絶たない 1）。
そのような時にメイクで外見を整えることができれ
ば，見た目の悩みが軽くなり人前に出ることもできる。
このような皮膚疾患や瘢痕などの深い外見の悩みに対
するメイクは一般的なメイクとは区別され「カバーメイ
ク」（cover makeup）と呼ばれている。カバーメイクには
ライフクオリティーメイクアップ（life quality makeup），
メディカルメイク（medical makeup），リハビリメイク
（rehabilitation makeup），カモフラージュメイク（camou-

flage makeup）など，様々な呼称が使われており，カバー
化粧品（主にファンデーション）も様々な製品が上市さ
れている。
近年では，抗がん剤の副作用による色素沈着や脱毛な
ど，治療による外見変化に悩む患者が増えており，がん

領域でのカバーメイクの需要が高まっている 2）。本稿で
は，本邦におけるカバーメイクの歴史と医療での役割，
最新のカバー用ファンデーション（以下，ファンデー
ション）の種類と機能，悩み別の使い方を述べる。

2. 本邦におけるカバーメイクの歴史

カバーメイクを受けた日本人は，確認できる限りでは
第二次大戦の被爆者が最初である。原爆による熱傷でケ
ロイドの醜状を負った人々は心にも深い傷を負い，特
に若い女性は「原爆乙女」と呼ばれ世間から同情が向け
られていた。1955年，アメリカの慈善活動家らによる
招待で原爆乙女23人が渡米，ニューヨークの病院で瘢
痕や運動機能改善のための手術を受けた（Fig. 1）。皮膚
移植が行われた部分の肌色や質感の違いを自然に見せ
るために彼女たちに紹介されたのが，アメリカのリディ
ア・オリリーが自らのあざをカバーするために開発した
クリーム（カバーマーク ®）だった 3）。カバーマーク ®は
その後，進駐軍兵士と日本人との間に生まれた混血児の
ための孤児院を創設した慈善家，澤田美喜の目にもとま
り，肌の色の違いから差別を受けていた混血児を救う目
的でも活用された 4）。
一方，日本国内においてほぼ同時期にカバー用化粧品
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